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例会 　

私
が
小
学
校
入
学

前
に
、
姉
か
ら
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

「
お
か
あ
ち
ゃ
ん
」

で
は
な
く
「
お
か
あ

さ
ん
」
と
呼
ぼ
う

と
。　
　
　
　
　
　

　

初
め
は
間
違
え
た

り
、
少
し
恥
ず
か
し

か
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

２
年
生
の
時
に
大
阪
に
引
っ

越
し
し
た
ら
「
マ
マ
」
と
呼
ん

で
い
る
友
達
も
い
て
、
都
会
を

感
じ
ま
し
た
。

　

誰
に
も
必
ず
「
母
」
が
い
ま

す
。つ
い
で
に「
お
と
う
さ
ん
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
60
年
前

の
春
の
こ
と
で
す
。

　

（
濱
委
員
長
記
）
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　令和３年は、聖徳太子がお亡くなりに
なって１４００年の節目となり、４月３日
から３日間、法隆寺において法要が行わ
れました。

　僧侶による
▼御輿の行列

竜の舞い遊ぶさま▶
を表現した舞楽
「落蹲(らくそん)」

▲桜咲く境内で御遠忌の吹き流しがたなびきました

▲極楽にすむとされる鳥が舞う様子を表現した
　舞楽「迦陵頻(かりょうびん)」



令和３年第１回定例会では、それぞれの議案を委員会に付託し、
詳しく審査しています。
議案の内容などについては、各委員会の記事をごらんください。
　　予算：予算審査特別委員会　　　　３ページ
　　建水：建設水道常任委員会　　    11ページ
　　厚生：厚生常任委員会　　　    12ページ
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２
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補
正
予
算

令
和
３
年
度
予
算
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認定

承認

同意
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斑鳩町立学校の体育施設開放に関する条例について
斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
斑鳩町介護保険条例の一部を改正する条例について

令和２年度斑鳩町一般会計補正予算（第１５号）について
令和２年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）について
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監査結果報告について 
議会の委任による町長専決処分の報告について（損害賠償の額の決定について） 

令和３年度斑鳩町文化振興財団事業計画の報告について 
斑鳩町議会会議規則の一部を改正する規則について 
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奈良県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び奈良県市町
村総合事務組合規約の変更について
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満場一致で可決
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満場一致で認定

満場一致で承認

報告

満場一致で同意

満場一致で可決

賛成少数で否決

満場一致で適任と答申

賛成多数で可決

賛成多数で可決

賛成多数で可決決
１４ページに
賛否の討論

決
１４ページに
賛否の討論

決
１5ページに
賛否の討論

決 １5ページに
賛否の討論

で適任と答申
佐伯 知輝 氏を
選任することに
同意

）

る

松田 博美 氏、
植村 俊彦 氏を
推薦することに
適任と答申

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

　
　
　
　

心
配
な
町
税
収
入

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
町
税

収
入
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

個
人
町
民
税
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
る
所
得
の
減
少

や
、そ
れ
に
伴
う
納
税
義
務
者
の

減
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し

て
４
・
５
％
の
減
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。法
人
町
民
税
も
、
税
率

改
正
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

や
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
考
え
、

前
年
度
と
比
較
し
て
11
・
８
％

の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
す
す
め

て
、安
全
安
心
な
ま
ち
に

　
　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
補

助
金
と
し
て
１
８
０
万
円
を
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
町
全
体
を

見
渡
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
な

い
地
域
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
、

自
治
会
と
話
し
合
い
な
が
ら
進

め
て
ほ
し
い
。

　
　

町
全
体
と
し
て
、
ど
こ
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
れ
ば
よ

い
か
、西
和
警
察
署
と
協
議
し
、

基
本
的
に
必
要
と
な
る
場
所
に

20
基
の
町
防
犯
カ
メ
ラ
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

各
地
域
に
つ
い
て
は
、
令
和

元
年
度
か
ら
補
助
制
度
に
よ
り

支
援
し
て
お
り
、
自
治
会
か
ら

の
問
合
せ
も
多
く
あ
り
ま
す
。

今
後
も
補
助
制
度
を
各
自
治
会

に
紹
介
し
て
、
防
犯
の
強
化
に

努
め
ま
す
。

福
祉
制
度
の
狭
間
を
補
う　

包
括
的
支
援
体
制
が
ス
タ
ー
ト

　
　

新
規
事
業
の
包
括
的
支

援
体
制
の
構
築
を
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
さ
れ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
事
業
内
容
か
。

　
　

初
年
度
の
令
和
３
年
度

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
育
成
す
る
と

と
も
に
、地
域
に
出
向
き
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
把
握
に
努

め
ま
す
。制
度
の
狭
間
で
、支
援

が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
の

か
、
も
し
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う

い
っ
た
対
応
が
必
要
な
の
か
調

査
す
る
予
定
で
す
。

支
援
の
必
要
な
子
ど
も
を
守
る

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

　
　

新
年
度
か
ら
、生
き
生
き
プ

ラ
ザ
斑
鳩
に
設
置
さ
れ
る「
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」の
役
割

は
。ま
た
、
既
存
の「
子
育
て
世
帯

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」と
の
関
連

性
は
。

　
　
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
」は
、斑
鳩
町
在
住
の
０
歳

か
ら
18
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
家
庭
、
妊
産
婦
を
対
象
に

支
援
を
行
い
、
児
童
虐
待
対
応

の
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

　

主
に
就
学
前
の
親
子
を
対
象

に
母
子
保
健
の
強
化
を
行
っ
て

い
る
「
子
育
て
世
帯
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
と
も
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
子
育
て
家
庭
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

事
業
系
ご
み
の

　
　

減
量
化
、資
源
化
促
進
を

　

事
業
系
ご
み
の
収
集
運
搬

許
可
制
度
を
、
令
和
２
年
４
月

か
ら
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
の
状

況
や
効
果
は
。

　
　

許
可
制
度
と
そ
の
罰
則
規

定
、
ま
た
展
開
検
査
の
実
施
に

よ
り
、
ご
み
の
適
正
排
出
に
つ

い
て
指
導
を
行
い
、
ご
み
の
減

量
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

事
業
系
ご
み
の
組
成
調
査
を

し
た
結
果
、
生
ご
み
や
紙
類
も

多
く
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
令

和
２
年
度
以
降
は
、
許
可
制
度

の
な
か
で
、資
源
化
、減
量
化
に

向
け
て
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

令和３年度予算を可決
　令和３年度斑鳩町一般会計と各特別会計等の予算を審査するため、３月８日から１０日の３日間、予算審査
特別委員会を開催しました。
　委員会では、委員から多くの質問や意見が出されました。今回は、その主なものをご報告します。
　なお、一般会計、各特別会計等の予算は、すべて可決すべきものと決しました。

令和３年度予算を可決

一
般
会
計

令和３年度予算審査

問答問答

問答

問答

問答

権利の放棄について

ひろみまつだ

としひこうえむら

ともきさえき

こおりやまひさし

たつやなかにし

ひろこあさの

えいこおの

なおこよしだ

まさみたにぐち

たいぞうやまもと

郡山 尚 氏
中　達也 氏、
浅野 浩子 氏、
小野 英子 氏、
𠮷田 尚子 氏、
谷口 政已 氏、
山本 泰三 氏
を選任すること
に同意

▲子ども家庭総合支援拠点は、生き
生きプラザ斑鳩内の子育て支援課
　に４月１日新たに設置された。

❷❸
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（第１３号）について）

議会の委任による町長専決処分の報告について（令和２年度斑鳩町一般会計補正予算
（第１４号）について）

総務

総務

厚生

厚生

予算

建水

総務

第１回 定例会第１回 定例会
令和３年３月１日～３月２3日

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で認定

満場一致で承認

報告

満場一致で同意

満場一致で可決

賛成少数で否決

満場一致で適任と答申

賛成多数で可決

賛成多数で可決

賛成多数で可決決
１４ページに
賛否の討論

決
１４ページに
賛否の討論

決
１5ページに
賛否の討論

決 １5ページに
賛否の討論

で適任と答申
佐伯 知輝 氏を
選任することに
同意

）

る

松田 博美 氏、
植村 俊彦 氏を
推薦することに
適任と答申

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

　
　
　
　

心
配
な
町
税
収
入

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
町
税

収
入
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

個
人
町
民
税
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
る
所
得
の
減
少

や
、そ
れ
に
伴
う
納
税
義
務
者
の

減
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し

て
４
・
５
％
の
減
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。法
人
町
民
税
も
、
税
率

改
正
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

や
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
考
え
、

前
年
度
と
比
較
し
て
11
・
８
％

の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
す
す
め

て
、安
全
安
心
な
ま
ち
に

　
　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
補

助
金
と
し
て
１
８
０
万
円
を
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
町
全
体
を

見
渡
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
な

い
地
域
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
、

自
治
会
と
話
し
合
い
な
が
ら
進

め
て
ほ
し
い
。

　
　

町
全
体
と
し
て
、
ど
こ
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
れ
ば
よ

い
か
、西
和
警
察
署
と
協
議
し
、

基
本
的
に
必
要
と
な
る
場
所
に

20
基
の
町
防
犯
カ
メ
ラ
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

各
地
域
に
つ
い
て
は
、
令
和

元
年
度
か
ら
補
助
制
度
に
よ
り

支
援
し
て
お
り
、
自
治
会
か
ら

の
問
合
せ
も
多
く
あ
り
ま
す
。

今
後
も
補
助
制
度
を
各
自
治
会

に
紹
介
し
て
、
防
犯
の
強
化
に

努
め
ま
す
。

福
祉
制
度
の
狭
間
を
補
う　

包
括
的
支
援
体
制
が
ス
タ
ー
ト

　
　

新
規
事
業
の
包
括
的
支

援
体
制
の
構
築
を
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
さ
れ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
事
業
内
容
か
。

　
　

初
年
度
の
令
和
３
年
度

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
育
成
す
る
と

と
も
に
、地
域
に
出
向
き
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
把
握
に
努

め
ま
す
。制
度
の
狭
間
で
、支
援

が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
の

か
、
も
し
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う

い
っ
た
対
応
が
必
要
な
の
か
調

査
す
る
予
定
で
す
。

支
援
の
必
要
な
子
ど
も
を
守
る

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

　
　

新
年
度
か
ら
、生
き
生
き
プ

ラ
ザ
斑
鳩
に
設
置
さ
れ
る「
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」の
役
割

は
。ま
た
、
既
存
の「
子
育
て
世
帯

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」と
の
関
連

性
は
。

　
　
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
」は
、斑
鳩
町
在
住
の
０
歳

か
ら
18
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
家
庭
、
妊
産
婦
を
対
象
に

支
援
を
行
い
、
児
童
虐
待
対
応

の
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

　

主
に
就
学
前
の
親
子
を
対
象

に
母
子
保
健
の
強
化
を
行
っ
て

い
る
「
子
育
て
世
帯
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
と
も
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
子
育
て
家
庭
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

事
業
系
ご
み
の

　
　

減
量
化
、資
源
化
促
進
を

　

事
業
系
ご
み
の
収
集
運
搬

許
可
制
度
を
、
令
和
２
年
４
月

か
ら
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
の
状

況
や
効
果
は
。

　
　

許
可
制
度
と
そ
の
罰
則
規

定
、
ま
た
展
開
検
査
の
実
施
に

よ
り
、
ご
み
の
適
正
排
出
に
つ

い
て
指
導
を
行
い
、
ご
み
の
減

量
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

事
業
系
ご
み
の
組
成
調
査
を

し
た
結
果
、
生
ご
み
や
紙
類
も

多
く
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
令

和
２
年
度
以
降
は
、
許
可
制
度

の
な
か
で
、資
源
化
、減
量
化
に

向
け
て
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

令和３年度予算を可決
　令和３年度斑鳩町一般会計と各特別会計等の予算を審査するため、３月８日から１０日の３日間、予算審査
特別委員会を開催しました。
　委員会では、委員から多くの質問や意見が出されました。今回は、その主なものをご報告します。
　なお、一般会計、各特別会計等の予算は、すべて可決すべきものと決しました。

令和３年度予算を可決

一
般
会
計

令和３年度予算審査

問答問答

問答

問答

問答

権利の放棄について

ひろみまつだ

としひこうえむら

ともきさえき

こおりやまひさし

たつやなかにし

ひろこあさの

えいこおの

なおこよしだ

まさみたにぐち

たいぞうやまもと

郡山 尚 氏
中　達也 氏、
浅野 浩子 氏、
小野 英子 氏、
𠮷田 尚子 氏、
谷口 政已 氏、
山本 泰三 氏
を選任すること
に同意

▲子ども家庭総合支援拠点は、生き
生きプラザ斑鳩内の子育て支援課
　に４月１日新たに設置された。

❷❸



「フレイル」とは？

令和３年度予算審査令和３年度予算審査

万
一
に
備
え
て
、
決
壊
が
心
配

な
た
め
池
の
耐
震
性
確
保
を

　
　

町
内
の
た
め
池
の
耐
震
補

強
の
状
況
は
。

　
　

斑
鳩
町
に
は
、
19
の
防
災

重
点
た
め
池
が
あ
り
、
調
査
を

行
い
、
耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
た
め
池
は
耐
震
工
事
を

行
う
計
画
で
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
一
番
は
じ

め
に
調
査
し
た
桜
池
の
耐
震
工

事
を
行
う
と
と
も
に
、
慶
花
池

の
整
備
計
画
を
作
成
す
る
予
定

で
す
。い
か
る
が
溜
池
、
毛
無

池
、
天
満
池
は
、
調
査
の
結
果
、

耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。そ
の

他
の
た
め
池
も
、
順
次
耐
震
調

査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
国

の
補
助
金
を
活
用
し
て
耐
震
工

事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

内
水
対
策
を
す
す
め
て

　
　

浸
水
被
害
の
軽
減
を

河
川
へ
の
急
激
な
流
出
を

抑
制
し
浸
水
被
害
の
軽
減
を
は

か
る
た
め
貯
留
施
設
を
整
備
す

る「
緊
急
内
水
対
策
」に
、
令
和

３
年
度
か
ら
法
隆
寺
地
域
で
取

り
組
ま
れ
る
が
、
こ
の
事
業
の

完
成
予
定
は
い
つ
か
。

　
　

現
在
、候
補
地
の
選
定
、施

設
の
予
備
設
計
を
奈
良
県
が
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、平
板
測
量
、

用
地
測
量
、
護
岸
の
詳
細
設
計

を
町
が
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
後
、
国
や
県
の
補
助
を

受
け
な
が
ら
、
令
和
４
年
に
事

業
用
地
の
取
得
、
令
和
５
年
度

に
貯
留
施
設
の
設
置
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

災
害
避
難
所
の
備
品

　
　

感
染
予
防
対
策
も
整
備
済

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
間
仕

切
り
や
テ
ン
ト
な
ど
、
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
の
避
難
所
用
備
品
が

必
要
と
考
え
る
が
、
備
え
は
大

丈
夫
な
の
か
。

　
　

避
難
所
の
間
仕
切
り
に
つ

い
て
は
、
既
に
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ

ン
ト
と
、
段
ボ
ー
ル
を
組
み
合

せ
て
部
屋
に
す
る
、
２
つ
の
タ

イ
プ
を
合
わ
せ
て
３
６
０
室
分

確
保
し
て
い
ま
す
。ま
た
、民
間

企
業
と
の
段
ボ
ー
ル
の
製
品
の

調
達
に
関
す
る
協
定
も
結
ん
で

お
り
、
避
難
所
の
感
染
予
防
に

備
え
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

町
費
配
置
で
相
談
体
制
の
充
実

　
　

令
和
３
年
度
か
ら
、
町
費

の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

配
置
さ
れ
る
が
、
全
小
中
学
校

に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
す
る

こ
と
に
な
る
の
か
。

　
　

新
年
度
に
、
町
で
配
置
す

る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は

１
人
で
す
。現
在
は
、従
前
か
ら

町
で
配
置
し
て
い
る
心
の
教
室

相
談
員
や
、
県
か
ら
派
遣
さ
れ

る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
連
携
し
て
対
応
し
て
お
り
、

こ
れ
に
加
え
て
の
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
１
名
を
町
で
配
置

し
て
、
全
小
・
中
学
校
に
対
応

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

図
書
館
招
待
デ
ー
で
、

　

子
ど
も
の
読
書
習
慣
向
上
を

　
　

町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園

の
子
ど
も
た
ち
を
図
書
館
に
招

待
す
る
「
図
書
館
招
待
デ
ー
」

は
よ
い
取
り
組
み
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、「
読
書
手
帳
」を
配
布

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
読
ん
だ

本
を
記
録
す
る
こ
と
で
、
読
書

習
慣
の
定
着
に
つ
な
げ
て
は
ど

う
か
。

　
　

子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し

む
た
め
に
、提
案
さ
れ
た「
読
書

手
帳
」
を
図
書
館
招
待
デ
ー
で

配
布
す
る
な
ど
、
前
向
き
に
検

討
し
ま
す
。

　

ま
た
、大
人
の
方
は
、町
立
図

書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
マ

イ
本
棚
」と
い
う
機
能
が
あ
り
、

図
書
館
で
借
り
た
本
の
履
歴
を

残
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、広
く
周
知
を

　
　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で

さ
ま
ざ
ま
な
展
示
を
さ
れ
て
い

る
が
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ

て
、
全
国
、
世
界
に
発
信
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

　
　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
信
す
る
と
と
も
に
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
た
情
報
発
信
も
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、近
畿
圏
内
の
展
示
施

設
等
に
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、
斑
鳩
文
化
財
セ
ン

タ
ー
の
行
事
の
広
報
を
し
て
い

ま
す
。

平
等
割
減
、所
得
割
増
で

　
　

改
定
の
国
民
健
康
保
険
税

　
　

国
保
税
の
令
和
３
年
度
改

定
は
、
応
益
を
応
能
に
振
り
替

え
て
調
整
さ
れ
た
と
み
る
が
、

改
定
に
よ
る
国
保
会
計
の
収
支

の
影
響
額
は
。

　
　

医
療
分
の
平
等
割
を
１
，

５
０
０
円
引
き
下
げ
、後
期
分
、

介
護
分
の
所
得
割
を
０
．２
％

引
き
上
げ
て
お
り
、
こ
の
税
率

改
定
に
よ
り
、
国
保
会
計
全
体

で
約
１
５
０
万
円
の
増
収
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

基
金
を
も
っ
と
活
用
し
て

　

介
護
保
険
料
の
据
え
置
き
を

　
　

新
年
度
か
ら
の
介
護
保
険

料
が
値
上
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
介
護
保
険
特
別
会
計
の
基

金
を
も
っ
と
取
り
く
ず
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

　
　

保
険
料
は
、
令
和
３
年
度

か
ら
３
年
間
の
給
付
量
の
増
加

や
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
見

込
ん
で
、
必
要
な
保
険
料
を
決

定
し
て
い
ま
す
。令
和
２
年
度

末
の
基
金
残
高
は
３
億
１
千
万

円
と
見
込
ん
で
お
り
、
こ
の
う

ち
２
億
４
千
万
円
を
取
り
く
ず

す
計
画
で
す
。

　

基
金
を
７
千
万
円
残
す
の

は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
が
建
設
さ
れ
た
場
合
の

給
付
費
の
増
加
に
備
え
る
た

め
で
す
。

保
健
と
介
護
予
防
が
連
携
し
た

フ
レ
イ
ル
対
策
が
始
動

　
　

新
規
事
業
の
「
高
齢
者
の

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
な
実
施
」は
、具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
動
き
を
す
る
の
か
。

　
　

要
支
援
や
要
介
護
状
態
に

な
る
前
の
フ
レ
イ
ル
対
策
と
し

て
、
高
齢
者
の
保
健
指
導
を
個

別
指
導
で
行
い
な
が
ら
、
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
等
が

地
域
に
出
向
い
て
、
フ
レ
イ
ル

予
防
の
健
康
相
談
や
健
康
教
育

を
行
う
予
定
で
す
。

令
和
３
年
度
か
ら

水
道
水
は
県
水
１
０
０
％
に

新
年
度
か
ら
水
道
は
、県
水

１
０
０
％
に
切
り
替
え
と
な
る
。

　

奈
良
県
営
水
道
受
水
費
が
前

年
度
よ
り
約
１
億
円
増
え
る
一

方
で
、町
の
施
設
更
新
、維
持
管

理
な
ど
の
経
費
は
ど
の
よ
う
に

削
減
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　

単
年
度
で
は
人
件
費
や
委

託
料
、
修
繕
費
、
動
力
費
な
ど

で
、前
年
度
よ
り
約
５
，５
０
０

万
円
を
節
減
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、長
期
的
に
は
、町
で
浄

水
場
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ

り
、
莫
大
な
更
新
費
用
が
予
測

さ
れ
ま
す
の
で
、
県
水
１
０

０
％
に
替
え
、
課
題
を
解
決
し

た
も
の
で
す
。

下
水
道
会
計
の
改
善
の
た
め

整
備
済
区
域
で
の
接
続
促
進
を

　
　

下
水
道
会
計
は
起
債
残
高

が
85
億
円
と
多
く
、一
般
会
計
か

ら
も
繰
入
れ
も
続
い
て
い
て
、今

後
、下
水
道
会
計
の
圧
迫
が
心
配

で
あ
る
。整
備
の
終
わ
っ
て
い
る

区
域
で
の
接
続
促
進
を
工
夫
さ

れ
た
い
。

　
　

公
営
企
業
で
あ
る
以
上
は

収
入
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で

す
の
で
、供
用
接
続
を
増
や
す
た

め
の
新
し
い
手
法
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、た
く
さ
ん
の
質
疑

回
答
が
あ
り
、審
議
を
深
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て
は
、賛
否
の
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。

（
伴
委
員
長
記
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下
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道
事
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会
計

▲令和３年度、奈良県により耐震補
　強工事が実施予定の桜池の堤体

▲感染予防に配慮された災害
　避難所用備品

▲春季と秋季に特別展が計画さ
　れている斑鳩文化財センター

問答

問答問答

問答

問答 問答

問答

問答

問答

問答問答
　身体機能や認知機能が低下し
ているが、支援により回復が期
待される状態のこと。複数の慢
性疾患や、認知機能や社会的な
つながりの低下により、高齢者
は「フレイル状態」になりやすい
といわれている。

「県水100％」とは？

　その市町村で供給する水道水
のすべてを県営水道でまかなう
こと。
　これまで斑鳩町では、県営水道
から受水する「県水」（約７割）と、
町の浄水場施設でつくる「自己
水」（約３割）により、水道水を町
民に供給してきた。
　しかし、施設の老朽化に伴う更
新需要などの課題から、町の浄水
場施設の稼働を停止し、令和３年
４月から、「県水１００％」の受水に
切り替え、経営の効率化に取り組
んでいる。
　なお、令和３年４月現在、県内
市町村のうち１６市町村が、県水
１００％に移行中し、水道水を供
給している。
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「フレイル」とは？

令和３年度予算審査令和３年度予算審査

万
一
に
備
え
て
、
決
壊
が
心
配

な
た
め
池
の
耐
震
性
確
保
を

　
　

町
内
の
た
め
池
の
耐
震
補

強
の
状
況
は
。

　
　

斑
鳩
町
に
は
、
19
の
防
災

重
点
た
め
池
が
あ
り
、
調
査
を

行
い
、
耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
た
め
池
は
耐
震
工
事
を

行
う
計
画
で
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
一
番
は
じ

め
に
調
査
し
た
桜
池
の
耐
震
工

事
を
行
う
と
と
も
に
、
慶
花
池

の
整
備
計
画
を
作
成
す
る
予
定

で
す
。い
か
る
が
溜
池
、
毛
無

池
、
天
満
池
は
、
調
査
の
結
果
、

耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。そ
の

他
の
た
め
池
も
、
順
次
耐
震
調

査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
国

の
補
助
金
を
活
用
し
て
耐
震
工

事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

内
水
対
策
を
す
す
め
て

　
　

浸
水
被
害
の
軽
減
を

河
川
へ
の
急
激
な
流
出
を

抑
制
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浸
水
被
害
の
軽
減
を
は

か
る
た
め
貯
留
施
設
を
整
備
す

る「
緊
急
内
水
対
策
」に
、
令
和

３
年
度
か
ら
法
隆
寺
地
域
で
取

り
組
ま
れ
る
が
、
こ
の
事
業
の

完
成
予
定
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つ
か
。
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在
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奈
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実

施
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令
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３
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測
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護
岸
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詳
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設
計
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町
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実
施
す
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予
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。
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の
後
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助
を
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が
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令
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４
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に
事

業
用
地
の
取
得
、
令
和
５
年
度

に
貯
留
施
設
の
設
置
工
事
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予

定
し
て
い
ま
す
。

災
害
避
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所
の
備
品

　
　

感
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予
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策
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整
備
済
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禍
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ど
、
プ
ラ
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難
所
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が
、
備
え
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。

　
　

避
難
所
の
間
仕
切
り
に
つ

い
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、
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ワ
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タ
ッ
チ
テ

ン
ト
と
、
段
ボ
ー
ル
を
組
み
合

せ
て
部
屋
に
す
る
、
２
つ
の
タ

イ
プ
を
合
わ
せ
て
３
６
０
室
分

確
保
し
て
い
ま
す
。ま
た
、民
間

企
業
と
の
段
ボ
ー
ル
の
製
品
の

調
達
に
関
す
る
協
定
も
結
ん
で

お
り
、
避
難
所
の
感
染
予
防
に

備
え
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

町
費
配
置
で
相
談
体
制
の
充
実

　
　

令
和
３
年
度
か
ら
、
町
費

の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

配
置
さ
れ
る
が
、
全
小
中
学
校

に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
す
る

こ
と
に
な
る
の
か
。

　
　

新
年
度
に
、
町
で
配
置
す

る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は

１
人
で
す
。現
在
は
、従
前
か
ら

町
で
配
置
し
て
い
る
心
の
教
室

相
談
員
や
、
県
か
ら
派
遣
さ
れ

る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
連
携
し
て
対
応
し
て
お
り
、

こ
れ
に
加
え
て
の
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
１
名
を
町
で
配
置

し
て
、
全
小
・
中
学
校
に
対
応

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

図
書
館
招
待
デ
ー
で
、

　

子
ど
も
の
読
書
習
慣
向
上
を

　
　

町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園

の
子
ど
も
た
ち
を
図
書
館
に
招

待
す
る
「
図
書
館
招
待
デ
ー
」

は
よ
い
取
り
組
み
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、「
読
書
手
帳
」を
配
布

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
読
ん
だ

本
を
記
録
す
る
こ
と
で
、
読
書

習
慣
の
定
着
に
つ
な
げ
て
は
ど

う
か
。

　
　

子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し

む
た
め
に
、提
案
さ
れ
た「
読
書

手
帳
」
を
図
書
館
招
待
デ
ー
で

配
布
す
る
な
ど
、
前
向
き
に
検

討
し
ま
す
。

　

ま
た
、大
人
の
方
は
、町
立
図

書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
マ

イ
本
棚
」と
い
う
機
能
が
あ
り
、

図
書
館
で
借
り
た
本
の
履
歴
を

残
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、広
く
周
知
を

　
　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で

さ
ま
ざ
ま
な
展
示
を
さ
れ
て
い

る
が
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ

て
、
全
国
、
世
界
に
発
信
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

　
　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
信
す
る
と
と
も
に
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
た
情
報
発
信
も
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、近
畿
圏
内
の
展
示
施

設
等
に
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、
斑
鳩
文
化
財
セ
ン

タ
ー
の
行
事
の
広
報
を
し
て
い

ま
す
。

平
等
割
減
、所
得
割
増
で

　
　

改
定
の
国
民
健
康
保
険
税

　
　

国
保
税
の
令
和
３
年
度
改

定
は
、
応
益
を
応
能
に
振
り
替

え
て
調
整
さ
れ
た
と
み
る
が
、

改
定
に
よ
る
国
保
会
計
の
収
支

の
影
響
額
は
。

　
　

医
療
分
の
平
等
割
を
１
，

５
０
０
円
引
き
下
げ
、後
期
分
、

介
護
分
の
所
得
割
を
０
．２
％

引
き
上
げ
て
お
り
、
こ
の
税
率

改
定
に
よ
り
、
国
保
会
計
全
体

で
約
１
５
０
万
円
の
増
収
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

基
金
を
も
っ
と
活
用
し
て

　

介
護
保
険
料
の
据
え
置
き
を

　
　

新
年
度
か
ら
の
介
護
保
険

料
が
値
上
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
介
護
保
険
特
別
会
計
の
基

金
を
も
っ
と
取
り
く
ず
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

　
　

保
険
料
は
、
令
和
３
年
度

か
ら
３
年
間
の
給
付
量
の
増
加

や
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
見

込
ん
で
、
必
要
な
保
険
料
を
決

定
し
て
い
ま
す
。令
和
２
年
度

末
の
基
金
残
高
は
３
億
１
千
万

円
と
見
込
ん
で
お
り
、
こ
の
う

ち
２
億
４
千
万
円
を
取
り
く
ず

す
計
画
で
す
。

　

基
金
を
７
千
万
円
残
す
の

は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
が
建
設
さ
れ
た
場
合
の

給
付
費
の
増
加
に
備
え
る
た

め
で
す
。

保
健
と
介
護
予
防
が
連
携
し
た

フ
レ
イ
ル
対
策
が
始
動

　
　

新
規
事
業
の
「
高
齢
者
の

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
な
実
施
」は
、具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
動
き
を
す
る
の
か
。

　
　

要
支
援
や
要
介
護
状
態
に

な
る
前
の
フ
レ
イ
ル
対
策
と
し

て
、
高
齢
者
の
保
健
指
導
を
個

別
指
導
で
行
い
な
が
ら
、
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
等
が

地
域
に
出
向
い
て
、
フ
レ
イ
ル

予
防
の
健
康
相
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や
健
康
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行
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予
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で
す
。
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た
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　避難所用備品

▲春季と秋季に特別展が計画さ
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　身体機能や認知機能が低下し
ているが、支援により回復が期
待される状態のこと。複数の慢
性疾患や、認知機能や社会的な
つながりの低下により、高齢者
は「フレイル状態」になりやすい
といわれている。

「県水100％」とは？

　その市町村で供給する水道水
のすべてを県営水道でまかなう
こと。
　これまで斑鳩町では、県営水道
から受水する「県水」（約７割）と、
町の浄水場施設でつくる「自己
水」（約３割）により、水道水を町
民に供給してきた。
　しかし、施設の老朽化に伴う更
新需要などの課題から、町の浄水
場施設の稼働を停止し、令和３年
４月から、「県水１００％」の受水に
切り替え、経営の効率化に取り組
んでいる。
　なお、令和３年４月現在、県内
市町村のうち１６市町村が、県水
１００％に移行中し、水道水を供
給している。
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員

認
知
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や
そ
の
疑
い
が

原
因
で
行
方
不
明
と
な
り
警
察

に
届
出
が
あ
っ
た
の
は
、
昨
年

１
年
間
で
１
７
，４
７
９
人
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

今
こ
そ
、
見
守
り
が
必
要
な

高
齢
者
や
認
知
症
の
方
の
生
活

の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
、
地

域
ぐ
る
み
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
た
取
り
組
み
の
重
要
性

が
増
し
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
に
お
い
て
行
方
不
明

者
が
出
た
場
合
の
対
応
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

総
務
部
長　

役
場
が
地
域
住
民

へ
行
方
不
明
者
の
情
報
提
供
を

広
く
呼
び
か
け
る
た
め
に
は
３

つ
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。①
警

察
へ
の
行
方
不
明
届
が
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
、②
警
察
か
ら
の

捜
査
協
力
依
頼
が
あ
る
こ
と
、

③
行
方
不
明
者
の
親
族
等
が
広

く
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
に
同

意
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。こ

の
場
合
に
、
町
の
防
災
情
報

メ
ー
ル
の
ほ
か
近
隣
市
町
村
や

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
の

町
内
事
業
所
等
に
対
し
、
行
方

不
明
者
に
関
す
る
情
報
提
供
を

呼
び
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
員　

防
災
情
報
メ
ー
ル
等
を

活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
は
あ
る
も

の
の
、
家
族
の
同
意
が
な
か
な

か
取
れ
な
い
こ
と
で
、
シ
ス
テ

ム
が
活
用
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。い
ち

早
く
発
見
に
結
び
つ
け
る
た
め

の
方
策
を
検
討
す
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

警
察
へ
の
捜

査
願
い
や
対
象
者
の
個
人
情
報

開
示
に
つ
い
て
、
家
族
等
が
同

意
を
拒
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

早
期
に
捜
索
が
で
き
な
い
こ
と

議
員　

政
府
が
少
人
数
学
級
編

制
を
進
め
る
方
針
を
示
し
ま
し

た
。当
町
も
こ
れ
を
受
け
、少
人

数
学
級
編
制
を
更
に
推
進
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
見

解
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

教
育
次
長　

国
の
動
向
を
踏
ま

え
、
町
で
は
令
和
３
年
度
か
ら

新
た
に
独
自
の
施
策
と
し
て
、

１
学
級
当
た
り
の
平
均
児
童
数

に
係
る
講
師
の
加
配
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
と
、
中
学
校
の
全
学
年
の

１
学
級
当
た
り
の
平
均
児
童
が

30
人
を
超
え
、
平
均
児
童
生
徒

数
が
31
人
か
ら
35
人
と
な
る
学

年
の
数
に
応
じ
て
講
師
を
加

配
し
、
少
人
数
指
導
を
実
施
し

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
30
人
を
超
え
る

学
年
が
３
学
年
以
上
あ
る
場
合

は
２
人
、
２
学
年
以
下
の
場
合

は
１
人
の
講
師
を
加
配
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
学
級
定
数
の
35
人

は
変
え
る
こ
と
な
く
30
人
学
級

を
見
据
え
た
環
境
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員　

新
年
度
か
ら
体
制
を
充

実
し
よ
う
と
す
る
町
の
姿
勢
は

評
価
し
ま
す
。更
に
今
後
、国
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
町
と

し
て
小
学
校
１
、
２
年
生
は
25

人
学
級
を
、
小
学
校
３
年
生
か

ら
中
学
校
全
学
年
で
30
人
学
級

を
目
指
し
、
国
基
準
以
上
に
少

人
数
学
級
編
制
を
進
め
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
強
く
要
望

し
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た

場
合
で
も
ご
家
族
に
寄
り
添
い

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
関
係
の
相
談
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
事
前
に
シ
ス
テ

ム
の
周
知
を
図
り
、
行
方
不
明

者
が
発
生
し
た
場
合
、
家
族
の

同
意
を
得
て
、
少
し
で
も
早
く

捜
索
が
開
始
で
き
る
よ
う
、
そ

の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

議
員　

認
知
症
に
対
す
る
理
解

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
も
あ
わ
せ

て
、
認
知
症
の
方
が
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、
一
歩
前
進
の
取
り
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

木
澤
正
男
議
員
・
６
ペ
ー
ジ

○
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い

て
◎
少
人
数
学
級
編
制
の
推
進
に

つ
い
て

◎
保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て

○
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
助
成
制

度
に
つ
い
て

奥
村
容
子
議
員
・
７
ペ
ー
ジ

◎
認
知
症
高
齢
者
の
支
援
の
推

進
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

齋
藤
文
夫
議
員
・
８
ペ
ー
ジ

○
行
政
手
続
き
の
簡
素
化
の
推

進
に
つ
い
て

◎
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
の
推

進
に
つ
い
て

○
空
き
家
対
策
の
推
進
に
つ
い

て
小
城
世
督
議
員
・
８
ペ
ー
ジ

◎
乳
が
ん
検
診
の
対
象
引
き
下

げ
に
つ
い
て

○
コ
ロ
ナ
に
対
し
て
の
支
援
策

に
つ
い
て

○
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
増
加
傾
向

に
あ
る
詐
欺
等
の
特
殊
犯
罪

に
つ
い
て
町
と
し
て
の
認
識
、

対
策
に
つ
い
て

○
学
校
防
災
に
つ
い
て

認
知
症
の
方
が
、自
分
ら
し
く

　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

奥村　容子  議員

少
人
数
学
級
編
制
の
推
進
を

　一般質問とは、議員が町の行政全般について質問し、是正を求めたり、

新たな施策の提案を行ったりするものです。

　本定例会での一般質問は、３月４日・５日の両日、６人の議員が行いま

した。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。

※紙面の都合により、◎の質問のみ掲載しています。

保
育
所
で
待
機
児
童
が
？

議
員　

新
年
度
、
保
育
所
で
待

機
児
童
が
発
生
し
そ
う
だ
と
の

話
を
聞
き
ま
し
た
が
、
保
育
所

の
入
所
申
し
込
み
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

令
和
３
年
度

で
は
１
歳
児
ク
ラ
ス
で
97
名
分

の
部
屋
割
り
を
確
保
し
て
い
ま

す
が
、
99
名
の
入
所
申
請
が
あ

り
待
機
児
童
が
２
名
発
生
し
て

い
ま
し
た
。し
か
し
、２
月
１
日

の
時
点
で
入
所
辞
退
が
あ
っ
た

の
で
、
４
月
に
は
入
所
で
き
る

見
込
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

斑
鳩
町
は
待
機
児
童
を

出
さ
な
い
と
い
う
方
針
を
持
っ

て
長
年
そ
れ
を
実
践
し
て
き
ま

し
た
。そ
の
方
針
通
り
に
今
後

の
対
策
を
す
す
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

議会だよりと会議録（本会議、委員会）が
斑鳩町ホームページで閲覧できます。
斑鳩町ホームページ（ http://www.town.ikaruga.nara.jp/ ) で、斑鳩町
議会をクリックしてください。 No.52（平成19年5月1日発行）以降の議会
だよりと平成18年以降の会議録が閲覧できます。

木澤　正男  議員

一 般 質 問町政ここが聞きたい

濱
眞
理
子
議
員
・
９
ペ
ー
ジ

◎
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

○
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
自
粛
等
に

よ
る
利
用
抑
制
に
つ
い
て

○
地
球
温
暖
化
・
河
川
海
洋
汚

染
・
大
気
汚
染
等
の
展
望
に

つ
い
て

溝
部
真
紀
子
議
員
・
１０
ペ
ー
ジ

◎
災
害
時
に
お
け
る
要
支
援
者

個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て

▲認知症サポーターカード
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つ
い

て
小
城
世
督
議
員
・
８
ペ
ー
ジ

◎
乳
が
ん
検
診
の
対
象
引
き
下

げ
に
つ
い
て

○
コ
ロ
ナ
に
対
し
て
の
支
援
策

に
つ
い
て

○
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
増
加
傾
向

に
あ
る
詐
欺
等
の
特
殊
犯
罪

に
つ
い
て
町
と
し
て
の
認
識
、

対
策
に
つ
い
て

○
学
校
防
災
に
つ
い
て

認
知
症
の
方
が
、自
分
ら
し
く

　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

奥村　容子  議員

少
人
数
学
級
編
制
の
推
進
を

　一般質問とは、議員が町の行政全般について質問し、是正を求めたり、

新たな施策の提案を行ったりするものです。

　本定例会での一般質問は、３月４日・５日の両日、６人の議員が行いま

した。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。

※紙面の都合により、◎の質問のみ掲載しています。

保
育
所
で
待
機
児
童
が
？

議
員　

新
年
度
、
保
育
所
で
待

機
児
童
が
発
生
し
そ
う
だ
と
の

話
を
聞
き
ま
し
た
が
、
保
育
所

の
入
所
申
し
込
み
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

令
和
３
年
度

で
は
１
歳
児
ク
ラ
ス
で
97
名
分

の
部
屋
割
り
を
確
保
し
て
い
ま

す
が
、
99
名
の
入
所
申
請
が
あ

り
待
機
児
童
が
２
名
発
生
し
て

い
ま
し
た
。し
か
し
、２
月
１
日

の
時
点
で
入
所
辞
退
が
あ
っ
た

の
で
、
４
月
に
は
入
所
で
き
る

見
込
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

斑
鳩
町
は
待
機
児
童
を

出
さ
な
い
と
い
う
方
針
を
持
っ

て
長
年
そ
れ
を
実
践
し
て
き
ま

し
た
。そ
の
方
針
通
り
に
今
後

の
対
策
を
す
す
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

議会だよりと会議録（本会議、委員会）が
斑鳩町ホームページで閲覧できます。
斑鳩町ホームページ（ http://www.town.ikaruga.nara.jp/ ) で、斑鳩町
議会をクリックしてください。 No.52（平成19年5月1日発行）以降の議会
だよりと平成18年以降の会議録が閲覧できます。

木澤　正男  議員

一 般 質 問町政ここが聞きたい

濱
眞
理
子
議
員
・
９
ペ
ー
ジ

◎
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

○
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
自
粛
等
に

よ
る
利
用
抑
制
に
つ
い
て

○
地
球
温
暖
化
・
河
川
海
洋
汚

染
・
大
気
汚
染
等
の
展
望
に

つ
い
て

溝
部
真
紀
子
議
員
・
１０
ペ
ー
ジ

◎
災
害
時
に
お
け
る
要
支
援
者

個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て

▲認知症サポーターカード
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議
員

人
口
の
減
少
や
高
齢
化

が
進
み
、
税
収
も
減
少
し
て
い

く
中
で
魅
力
あ
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
し
て
い
く
に
は
単
独

の
自
治
体
で
は
限
り
が
あ
る
。

将
来
を
見
据
え
、
近
隣
自
治
体

と
積
極
的
に
連
携
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長　

近
隣
自
治
体
と
の

情
報
交
換
を
密
に
し
、
共
通
す

る
行
政
課
題
等
に
対
し
て
協

力
・
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
行

う
こ
と
も
十
分
に
検
討
し
な
が

議
員

こ
れ
ま
で
40
代
以
上
、

い
わ
ゆ
る
後
発
年
齢
に
発
症
し

た
人
の
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
２
０
１
７
年
の
小
林

麻
央
さ
ん
の
場
合
、
34
歳
と
い

う
若
い
年
齢
で
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い

と
思
い
ま
す
。若
い
人
の
乳
が

ん
が
話
題
に
な
り
、
こ
の
報
道

後
、「
私
も
乳
が
ん
検
診
を
受
け

た
ほ
う
が
い
い
の
」
と
不
安
を

感
じ
た
若
い
女
性
は
多
い
は
ず

で
す
。補
助
対
象
の
範
囲
を
広

げ
る
な
ど
若
い
世
代
に
お
け
る

乳
が
ん
検
診
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
斑
鳩
町
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

乳
が
ん
の
罹

患
率
は
近
年
、
増
加
傾
向
に
あ

り
、
女
性
の
が
ん
罹
患
率
の
第

１
位
で
す
。一
方
で
死
亡
率
は

第
５
位
で
す
。そ
の
中
、厚
生
労

働
省
の
が
ん
検
診
の
在
り
方
に

関
す
る
検
討
会
で
は
、
30
歳
代

の
若
年
層
に
つ
い
て
の
死
亡
率

検
証
効
果
に
つ
い
て
根
拠
と
な

る
研
究
や
報
告
が
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、引
き
続
き
、調
査
・
研

究
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。ま
た
、30
歳
代
の
乳
腺

に
は
脂
肪
が
少
な
く
乳
腺
濃
度

が
高
い
た
め
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
の
読
影
で
は
高
濃
度
乳

房
と
言
わ
れ
、
乳
が
ん
の
腫
瘍

そ
の
も
の
が
判
別
し
に
く
い
と

い
う
課
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。乳
が
ん
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た

め
に
は
、
定
期
的
な
検
診
受
診

が
大
切
と
な
り
ま
す
が
、
検
診

の
対
象
年
齢
以
外
の
方
に
は
自

己
検
診
が
大
切
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。乳
が
ん
は
唯
一
、自
己

検
診
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
が

ん
で
す
。ま
ず
は
月
に
１
度
、自

己
検
診
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
た
め
、引
き
続
き
、

自
己
検
診
の
大
切
さ
を
周
知
啓

発
す
る
と
と
も
に
、
国
の
指
針

の
検
討
動
向
に
も
注
視
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

２
０
１
５
年
の
国
立
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、０
歳
か
ら
85
歳
ま
で
、

計
８
万
７
，
０
５
０
人
の
罹
患

者
に
対
し
ま
し
て
、
40
歳
ま
で

の
罹
患
者
は
４
，１
１
５
人
と
、

約
５
％
と
比
率
は
少
な
い
で
す

が
、
今
後
も
国
の
動
向
を

チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
斑
鳩
町

と
し
て
で
き
る
自
己
啓
発
を

し
っ
か
り
と
し
て
い
た
だ
き
、

若
い
方
へ
の
周
知
啓
発
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

近隣自治体との連携の
　　　　　　推進について

齋藤　文夫  議員

ら
、
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
の

効
果
を
生
み
出
す
よ
う
努
め
て

い
く
。

議
員　

公
共
施
設
も
近
隣
自
治

体
と
活
用
の
方
向
性
・
使
用
の

許
可
・
料
金
設
定
な
ど
連
携
す

べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長　

既
存
の
社
会
シ
ス

テ
ム
の
見
直
し
が
必
要
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
。公
共
施
設
の

運
営
に
つ
い
て
も
、
機
能
の
複

合
化
や
集
約
化
、
広
域
連
携
に

よ
る
弾
力
的
運
用
を
図
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。近
隣
自
治

体
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な

が
る
た
め
の
効
果
的
な
手
法
の

ひ
と
つ
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

近
隣
自
治
体
と
情
報
共
有
し
、

相
互
利
用
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
な
ど
広
域
的
な
取
り
組
み

を
視
野
に
入
れ
て
、
公
共
施
設

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

議
員　

西
和
地
域
の
各
町
は
単

独
で
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
地
と

し
て
同
じ
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
・

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
る
。観
光
面
で
も
近
隣
自

治
体
と
連
携
し
広
域
的
な
観
光

ル
ー
ト
や
マ
ッ
プ
の
作
成
、
聖

徳
太
子
ゆ
か
り
の
地
を
生
か
し

て
連
携
す
る
こ
と
で
Ｐ
Ｒ
効
果

や
費
用
面
で
の
効
果
も
あ
る
と

思
う
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長　

近
隣
自
治
体
が
手

を
取
り
合
い
地
域
間
の
連
携
を

進
め
る
こ
と
で
総
合
的
か
つ
戦

略
的
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
よ

る
地
域
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。生
駒
郡
４
町
と

大
和
郡
山
市
、
王
寺
町
の
１
市

５
町
で
構
成
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
広
域
観
光
推
進
協
議

会
を
令
和
３
年
４
月
に
立
ち
上

げ
る
予
定
に
し
て
い
る
。近
隣

自
治
体
と
協
力
・
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
多
く
の
観
光
客
が
快

適
に
新
し
い
斑
鳩
観
光
、
広
域

周
遊
観
光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

避難所での高齢者・障がい者への
　　　　　取り組み充実を

濱　眞理子  議員

乳
が
ん
検
診
の
補
助
対
象

　
　
　
　

引
き
下
げ
に
つ
い
て

小城　世督  議員

議会の議案書を閲覧できます

一 般 質 問町政ここが聞きたい

議
員

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
避

難
所
運
営
に
つ
い
て
、
設
営
の

状
況
・
住
環
境
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

総
務
部
長

避
難
の
受
付
時
に

発
熱
者
と
そ
れ
以
外
の
避
難
者

と
の
区
分
け
を
行
い
ま
す
。

　

避
難
者
ス
ペ
ー
ス
は
、
過
密

を
防
ぐ
た
め
に
床
に
テ
ー
プ
を

貼
り
区
画
標
示
を
行
い
ま
す
。

簡
易
間
仕
切
り
等
な
ど
の
備
蓄

品
を
利
用
し
、
一
定
の
ス
ペ
ー

ス
確
保
を
行
い
ま
す
。高
齢
者

や
障
が
い
者
の
方
等
の
ス
ペ
ー

ス
は
避
難
所
内
で
の
移
動
距
離

に
配
慮
し
ま
す
。ま
た
、発
熱
等

の
症
状
が
出
た
人
の
た
め
の
専

用
ス
ペ
ー
ス
を
設
定
し
、
他
の

避
難
者
と
で
き
る
だ
け
動
線
を

分
け
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
ま

す
。

議
員　

食
物
環
境
に
つ
い
て
は

ど
う
で
す
か
。食
物
の
形
態
や

ア
レ
ル
ギ
ー
食
の
対
応
を
お
聞

き
し
ま
す
。

総
務
部
長

住
民
の
皆
様
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
非
常
食
を
含
め
た

非
常
持
出
品
等
を
準
備
さ
れ
る

よ
う
周
知
し
、
ご
自
身
の
状
況

に
応
じ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の

食
料
品
を
持
出
品
に
加
え
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。町
の

備
蓄
食
料
品
の
う
ち
ア
ル
フ
ァ

化
米
と
粉
ミ
ル
ク
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
商
品
、
主
に
高
齢
者

向
け
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の

個
食
お
か
ゆ
も
備
蓄
し
て
い
ま

す
。今
後
も
、家
庭
内
備
蓄
の
啓

発
を
積
極
的
に
行
い
、
様
々
な

状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
備
蓄

品
を
整
備
し
ま
す
。

議
員　

介
護
介
助
の
支
援
・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
取
り
組
み

は
い
か
が
で
す
か
。

総
務
部
長

一
般
の
避
難
所
で

の
生
活
が
難
し
い
場
合
は
福

祉
避
難
所
を
開
設
し
、
移
動
を

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。更
衣
室

等
が
な
い
避
難
所
で
は
部
屋

の
１
室
を
活
用
し
、
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
等
に
よ
り
区
画
を
行

い
、ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
す
。

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整

備
や
防
災
訓
練
を
通
し
て
平
時

か
ら
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

議
員　

行
政
・
医
療
・
介
護
・

防
災
士
と
の
連
携
に
つ
い
て
は

ど
う
で
す
か
。

総
務
部
長

町
医
師
会
、
保
健

師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
と
の

連
携
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
防
災
士
育
成
に
取
り

組
み
、連
携
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　議会に上程された議案書は、役場３階の議会事務局で閲覧
することができます。それぞれの議案について詳しく知りた
い場合は、役場３階の議会事務局までお越しください。

議会事務局 （ ７４－１００１ 内線３０２）

事務局職員が替わりました

▲保健センターがある「生き生きプラザ斑鳩」

　今年４月の人事異動により、岡田係長
に替わり、吉川係長が就任しました。
　これから、佐谷局長、吉川係長、草別
書記で広報発行のお手伝いをさせてい
ただきます。ご意見・ご質問があれば、
議会事務局にご連絡ください。
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議
員

人
口
の
減
少
や
高
齢
化

が
進
み
、
税
収
も
減
少
し
て
い

く
中
で
魅
力
あ
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
し
て
い
く
に
は
単
独

の
自
治
体
で
は
限
り
が
あ
る
。

将
来
を
見
据
え
、
近
隣
自
治
体

と
積
極
的
に
連
携
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長　

近
隣
自
治
体
と
の

情
報
交
換
を
密
に
し
、
共
通
す

る
行
政
課
題
等
に
対
し
て
協

力
・
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
行

う
こ
と
も
十
分
に
検
討
し
な
が

議
員

こ
れ
ま
で
40
代
以
上
、

い
わ
ゆ
る
後
発
年
齢
に
発
症
し

た
人
の
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
２
０
１
７
年
の
小
林

麻
央
さ
ん
の
場
合
、
34
歳
と
い

う
若
い
年
齢
で
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い

と
思
い
ま
す
。若
い
人
の
乳
が

ん
が
話
題
に
な
り
、
こ
の
報
道

後
、「
私
も
乳
が
ん
検
診
を
受
け

た
ほ
う
が
い
い
の
」
と
不
安
を

感
じ
た
若
い
女
性
は
多
い
は
ず

で
す
。補
助
対
象
の
範
囲
を
広

げ
る
な
ど
若
い
世
代
に
お
け
る

乳
が
ん
検
診
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
斑
鳩
町
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

乳
が
ん
の
罹

患
率
は
近
年
、
増
加
傾
向
に
あ

り
、
女
性
の
が
ん
罹
患
率
の
第

１
位
で
す
。一
方
で
死
亡
率
は

第
５
位
で
す
。そ
の
中
、厚
生
労

働
省
の
が
ん
検
診
の
在
り
方
に

関
す
る
検
討
会
で
は
、
30
歳
代

の
若
年
層
に
つ
い
て
の
死
亡
率

検
証
効
果
に
つ
い
て
根
拠
と
な

る
研
究
や
報
告
が
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、引
き
続
き
、調
査
・
研

究
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。ま
た
、30
歳
代
の
乳
腺

に
は
脂
肪
が
少
な
く
乳
腺
濃
度

が
高
い
た
め
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
の
読
影
で
は
高
濃
度
乳

房
と
言
わ
れ
、
乳
が
ん
の
腫
瘍

そ
の
も
の
が
判
別
し
に
く
い
と

い
う
課
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。乳
が
ん
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た

め
に
は
、
定
期
的
な
検
診
受
診

が
大
切
と
な
り
ま
す
が
、
検
診

の
対
象
年
齢
以
外
の
方
に
は
自

己
検
診
が
大
切
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。乳
が
ん
は
唯
一
、自
己

検
診
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
が

ん
で
す
。ま
ず
は
月
に
１
度
、自

己
検
診
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
た
め
、引
き
続
き
、

自
己
検
診
の
大
切
さ
を
周
知
啓

発
す
る
と
と
も
に
、
国
の
指
針

の
検
討
動
向
に
も
注
視
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

２
０
１
５
年
の
国
立
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、０
歳
か
ら
85
歳
ま
で
、

計
８
万
７
，
０
５
０
人
の
罹
患

者
に
対
し
ま
し
て
、
40
歳
ま
で

の
罹
患
者
は
４
，１
１
５
人
と
、

約
５
％
と
比
率
は
少
な
い
で
す

が
、
今
後
も
国
の
動
向
を

チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
斑
鳩
町

と
し
て
で
き
る
自
己
啓
発
を

し
っ
か
り
と
し
て
い
た
だ
き
、

若
い
方
へ
の
周
知
啓
発
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

近隣自治体との連携の
　　　　　　推進について

齋藤　文夫  議員

ら
、
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
の

効
果
を
生
み
出
す
よ
う
努
め
て

い
く
。

議
員　

公
共
施
設
も
近
隣
自
治

体
と
活
用
の
方
向
性
・
使
用
の

許
可
・
料
金
設
定
な
ど
連
携
す

べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長　

既
存
の
社
会
シ
ス

テ
ム
の
見
直
し
が
必
要
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
。公
共
施
設
の

運
営
に
つ
い
て
も
、
機
能
の
複

合
化
や
集
約
化
、
広
域
連
携
に

よ
る
弾
力
的
運
用
を
図
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。近
隣
自
治

体
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な

が
る
た
め
の
効
果
的
な
手
法
の

ひ
と
つ
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

近
隣
自
治
体
と
情
報
共
有
し
、

相
互
利
用
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
な
ど
広
域
的
な
取
り
組
み

を
視
野
に
入
れ
て
、
公
共
施
設

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

議
員　

西
和
地
域
の
各
町
は
単

独
で
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
地
と

し
て
同
じ
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
・

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
る
。観
光
面
で
も
近
隣
自

治
体
と
連
携
し
広
域
的
な
観
光

ル
ー
ト
や
マ
ッ
プ
の
作
成
、
聖

徳
太
子
ゆ
か
り
の
地
を
生
か
し

て
連
携
す
る
こ
と
で
Ｐ
Ｒ
効
果

や
費
用
面
で
の
効
果
も
あ
る
と

思
う
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長　

近
隣
自
治
体
が
手

を
取
り
合
い
地
域
間
の
連
携
を

進
め
る
こ
と
で
総
合
的
か
つ
戦

略
的
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
よ

る
地
域
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。生
駒
郡
４
町
と

大
和
郡
山
市
、
王
寺
町
の
１
市

５
町
で
構
成
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
広
域
観
光
推
進
協
議

会
を
令
和
３
年
４
月
に
立
ち
上

げ
る
予
定
に
し
て
い
る
。近
隣

自
治
体
と
協
力
・
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
多
く
の
観
光
客
が
快

適
に
新
し
い
斑
鳩
観
光
、
広
域

周
遊
観
光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

避難所での高齢者・障がい者への
　　　　　取り組み充実を

濱　眞理子  議員

乳
が
ん
検
診
の
補
助
対
象

　
　
　
　

引
き
下
げ
に
つ
い
て

小城　世督  議員

議会の議案書を閲覧できます

一 般 質 問町政ここが聞きたい

議
員

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
避

難
所
運
営
に
つ
い
て
、
設
営
の

状
況
・
住
環
境
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

総
務
部
長

避
難
の
受
付
時
に

発
熱
者
と
そ
れ
以
外
の
避
難
者

と
の
区
分
け
を
行
い
ま
す
。

　

避
難
者
ス
ペ
ー
ス
は
、
過
密

を
防
ぐ
た
め
に
床
に
テ
ー
プ
を

貼
り
区
画
標
示
を
行
い
ま
す
。

簡
易
間
仕
切
り
等
な
ど
の
備
蓄

品
を
利
用
し
、
一
定
の
ス
ペ
ー

ス
確
保
を
行
い
ま
す
。高
齢
者

や
障
が
い
者
の
方
等
の
ス
ペ
ー

ス
は
避
難
所
内
で
の
移
動
距
離

に
配
慮
し
ま
す
。ま
た
、発
熱
等

の
症
状
が
出
た
人
の
た
め
の
専

用
ス
ペ
ー
ス
を
設
定
し
、
他
の

避
難
者
と
で
き
る
だ
け
動
線
を

分
け
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
ま

す
。

議
員　

食
物
環
境
に
つ
い
て
は

ど
う
で
す
か
。食
物
の
形
態
や

ア
レ
ル
ギ
ー
食
の
対
応
を
お
聞

き
し
ま
す
。

総
務
部
長

住
民
の
皆
様
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
非
常
食
を
含
め
た

非
常
持
出
品
等
を
準
備
さ
れ
る

よ
う
周
知
し
、
ご
自
身
の
状
況

に
応
じ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の

食
料
品
を
持
出
品
に
加
え
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。町
の

備
蓄
食
料
品
の
う
ち
ア
ル
フ
ァ

化
米
と
粉
ミ
ル
ク
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
商
品
、
主
に
高
齢
者

向
け
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の

個
食
お
か
ゆ
も
備
蓄
し
て
い
ま

す
。今
後
も
、家
庭
内
備
蓄
の
啓

発
を
積
極
的
に
行
い
、
様
々
な

状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
備
蓄

品
を
整
備
し
ま
す
。

議
員　

介
護
介
助
の
支
援
・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
取
り
組
み

は
い
か
が
で
す
か
。

総
務
部
長

一
般
の
避
難
所
で

の
生
活
が
難
し
い
場
合
は
福

祉
避
難
所
を
開
設
し
、
移
動
を

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。更
衣
室

等
が
な
い
避
難
所
で
は
部
屋

の
１
室
を
活
用
し
、
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
等
に
よ
り
区
画
を
行

い
、ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
す
。

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整

備
や
防
災
訓
練
を
通
し
て
平
時

か
ら
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

議
員　

行
政
・
医
療
・
介
護
・

防
災
士
と
の
連
携
に
つ
い
て
は

ど
う
で
す
か
。

総
務
部
長

町
医
師
会
、
保
健

師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
と
の

連
携
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
防
災
士
育
成
に
取
り

組
み
、連
携
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　議会に上程された議案書は、役場３階の議会事務局で閲覧
することができます。それぞれの議案について詳しく知りた
い場合は、役場３階の議会事務局までお越しください。

議会事務局 （ ７４－１００１ 内線３０２）

事務局職員が替わりました

▲保健センターがある「生き生きプラザ斑鳩」

　今年４月の人事異動により、岡田係長
に替わり、吉川係長が就任しました。
　これから、佐谷局長、吉川係長、草別
書記で広報発行のお手伝いをさせてい
ただきます。ご意見・ご質問があれば、
議会事務局にご連絡ください。

❾ ❽



主
防
災
組
織
な
ど
地
域
に
お
け

る
支
援
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い

る
地
域
か
ら
、
モ
デ
ル
的
に
個

別
支
援
計
画
の
作
成
を
す
す
め

て
い
く
。ま
た
地
域
に
お
け
る

支
援
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
な

い
地
域
に
お
い
て
は
令
和
３
年

度
設
置
さ
れ
る「
安
全
安
心
課
」

と
も
協
議
を
行
い
、
共
助
の
取

り
組
み
を
促
進
し
て
い
く
。

議
員

お
住
ま
い
の
状
況
や
心

身
の
状
態
の
違
い
、
ま
た
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
り
、
策
定
が
難
し
い

状
況
で
は
あ
る
が
、
斑
鳩
町
の

さ
ら
な
る
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
計
画
策
定
を
お

願
い
し
た
い
。災
害
時
、
自
助
・

共
助
・
公
助
が
必
要
で
す
が
、

こ
の
計
画
策
定
が
住
民
に
と
っ

て
の
安
心
材
料
の
ひ
と
つ
に
な

れ
ば
と
考
え
る
。

◎
町
道
認
定
に
つ
い
て

　

法
隆
寺
西
２
丁
目
・
阿
波
２

丁
目
・
服
部
２
丁
目
の
開
発
道

路
３
路
線
を
町
道
に
認
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
資
料
に
よ
り

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
て
、
満
場
一

致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

〇
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の

整
備
で
は
、
三
室
・
紅
葉
ヶ
丘

区
間
は
、
引
き
続
き
三
室
交
差

点
か
ら
東
の
側
道
な
ど
の
工
事

が
順
次
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

　

五
百
井
・
興
留
区
間
は
、
事

業
用
地
の
取
得
に
向
け
、
地
権

者
、
権
利
関
係
者
と
の
交
渉
が

引
き
続
き
進
め
ら
れ
、
埋
蔵
文

化
財
の
発
掘
調
査
も
２
月
に
終

了
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

〇
令
和
２
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
15
号
）
に
つ

い
て

　

当
委
員
会
所
管
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
説
明
を
う
け
ま
し

た
。

　

委
員
よ
り
、
本
年
度
で
事
業

が
終
わ
ら
な
い
で
減
額
に
な
っ

た
事
業
に
、
新
年
度
で
も
補
助

金
が
出
る
の
か
等
、
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

〇
県
事
業
（
富
雄
川
護
岸
工
事
）

に
つ
い
て

　

高
安
地
区
の
業
平
橋
と
旧
業

平
橋
の
間
に
存
在
す
る
茶
の
前

井
堰
下
流
部
に
お
い
て
、
井
堰

の
段
差
に
よ
り
川
底
が
洗
堀
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
約
60
㎝

か
ら
２
ｍ
程
度
の
改
良
土
を
川

底
に
引
き
な
ら
す
工
事
と
、
右

岸
の
堤
防
の
ブ
ロ
ッ
ク
根
固
め

工
事
を
実
施
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
あ
り
、
工
事
は
、
３
月
15
日

か
ら
始
ま
り
、
４
月
末
完
了
を

予
定
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

委
員
よ
り
、
護
岸
工
事
に
よ

　

３
月
11
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
会
付
託
議

案
等
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
と
結
果
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。 建

設
水
道
常
任
委
員
会

り
水
位
が
ま
た
上
が
る
心
配
は

な
い
の
か
等
、
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

〇
斑
鳩
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
改
定
に
つ
い
て

　

今
後
は
、
本
計
画
の
本
編
及

び
概
要
版
の
印
刷
を
行
い
、
そ

の
後
、
都
市
計
画
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
新
た
な
計
画
を
定
め

た
旨
、
奈
良
県
へ
通
知
す
る
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て   

　

公
共
下
水
道
工
事
の
令
和
２

年
度
整
備
延
長
は
約
２
．
８
㎞
、

整
備
面
積
は
５
．７
ha
と
な
っ

て
お
り
、
公
共
下
水
道
接
続
申

請
状
況
で
は
、
令
和
３
年
２
月

末
で
１
６
０
件
の
申
請
を
受
け

付
け
、接
続
率
は
72
．９
％
で
あ

る
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
補
助
事
業
の
実
施
に

伴
う
契
約
差
金
や
清
算
に
よ
り
、

公
共
下
水
道
事
業
全
体
と
し
て

１
，
５
７
１
万
６
，
７
６
０
円

の
社
会
資
本
整
備
交
付
金
額
を

下
回
っ
た
た
め
、
こ
の
額
を
翌

年
度
に
繰
越
し
て
使
用
す
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

委
員
よ
り
、
下
水
道
事
業
計

画
図
の
供
用
開
始
区
域
の
場
所

等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。

〇
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ

い
て   

　

奈
良
県
に
お
い
て
、
富
雄
川

及
び
竜
田
川
の
浸
水
想
定
区
域

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
。

防
災
重
点
た
め
池
が
追
加
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
内
容
の
更
新
を
行
い
、

４
月
に
住
民
に
配
布
し
、
周
知

す
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

（
井
上
委
員
長
記
）

災
害
時
の
避
難
に
支
援
が
必
要
な

方
へ
の
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て
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会
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案
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一 般 質 問委員会のうごき

議
員

近
年
の
災
害
に
お
い
て

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
避
難

行
動
要
支
援
者
が
逃
げ
遅
れ
や

そ
の
後
の
避
難
生
活
で
厳
し
い

状
況
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

そ
の
対
策
と
し
て
の
個
別
避
難

計
画
の
制
度
が
始
ま
っ
た
の
は

２
０
０
５
年
。

　

消
防
庁
の
デ
ー
タ
で
は
、
避

難
行
動
支
援
者
名
簿
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
者
全
員
に
つ
い
て
、

個
別
計
画
の
策
定
を
完
了
し
て

い
る
市
町
村
は
12
・
１
％
と
の

こ
と
で
、
制
度
開
始
か
ら
15
年

も
経
過
し
、
こ
の
数
字
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
の
は
、
作
成
に
大

き
な
課
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
本
町
の
策

定
状
況
に
つ
い
て
。

住
民
生
活
部
長

本
町
と
し
て

の
個
別
支
援
計
画
の
様
式
を
定

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、今
後
、自

斑
鳩
町
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を

議
員

斑
鳩
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
見
づ
ら
い
、
検
索
し
に
く

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。ま

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
よ

り
日
本
が
世
界
か
ら
注
目
さ
れ

る
こ
と
も
踏
ま
え
た
上
で
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
考
え
は
。

総
務
部
長

よ
り
多
く
の
方
が

直
感
的
に
わ
か
り
や
す
く
、
関

心
の
あ
る
行
政
情
報
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
用
の
ペ
ー
ジ
設
計
に
つ

い
て
も
合
わ
せ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
む
け
検
討
を
行
う
。
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開
会
時
間
は
、午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
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０
０
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定
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９
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水
）
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）
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18
日（
金
）

６
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日（
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）

５
月

本
会
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委
員
長
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、提
案
説
明
、議
案
上
程
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任
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般
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一
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水
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総
務
常
任
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会
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運
営
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会
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議
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終
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、討
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、表
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）

令
和
３
年
６
月
議
会

【
本
会
議
初
日
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
】

事
情
に
よ
り
開
催
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
事
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局
に
お
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せ
く
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い
。
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月
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に
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開
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し
な
い
場
合
も
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で
、
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に
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20
日（
木
）

21
日（
金
）

25
日（
火
）

５
月

事
情
に
よ
り
開
催
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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委員会のうごき

◎
斑
鳩
町
立
学
校
の
体
育
施
設

開
放
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

学
校
の
体
育
施
設
を
開
放
す

る
に
あ
た
り
、
開
放
す
る
施
設
、

使
用
料
及
び
使
用
許
可
等
、
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
使
用
料
は

１
時
間
に
つ
き
２
千
円
と
な
り

ま
す
。

◎
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
を

鑑
み
、
経
営
安
定
化
の
支
援
を

行
う
こ
と
で
令
和
５
年
度
中
の

開
業
の
実
現
を
図
る
た
め
、
斑

鳩
町
マ
ル
シ
ェ
・
宿
泊
施
設
等

事
業
者
誘
致
事
業
の
契
約
相
手

で
あ
る
株
式
会
社
呉
竹
荘
に
対

し
、
令
和
２
年
度
の
土
地
賃
貸

料
に
係
る
債
権
１
８
１
５
万
６

千
円
を
放
棄
す
る
も
の
で
す
。

　
　

株
式
会
社
呉
竹
荘
全
体
の

経
営
状
況
は
？

　
　

２
０
２
０
年
９
月
期
で
15

億
円
の
赤
字
で
あ
る
。

　
　

な
ぜ
株
式
会
社
呉
竹
荘
だ

け
全
額
免
除
と
い
う
対
応
な
の

か
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
宿
泊

施
設
等
の
建
設
は
現
在
、
令
和

５
年
度
ま
で
延
期
さ
れ
て
い
る

が
、
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
の
中

核
と
し
て
宿
泊
機
能
を
有
す
る

の
数
の
減
少
及
び
奈
良
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

　

葛
城
広
域
行
政
事
務
組
合
の

解
散
に
と
も
な
い
、
奈
良
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

〇
斑
鳩
町
に
お
け
る
発
掘
調
査

等
の
文
化
財
の
調
査
、
保
存
及

び
活
用
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
　

斑
鳩
考
古
学
検
定
に
は
14
人

が
参
加
。
こ
ど
も
勾
玉
づ
く
り

教
室
は
43
人
が
参
加
。

　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
建

設
に
伴
う
発
掘
調
査
が
終
了
。

　

令
和
３
年
度
の
春
季
史
跡
藤

ノ
木
古
墳
の
石
室
特
別
公
開
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観
点

か
ら
中
止
。

　

等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
第
５
次
斑
鳩
町
総
合
計
画
前

期
実
施
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

〇
斑
鳩
町
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
（
案
）
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化

に
伴
い
、
令
和
６
年
度
の
国
民

健
康
保
険
税
率
の
統
一
化
に
向

け
た
税
率
改
定
を
行
う
と
と
も

に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

基
準
に
つ
い
て
統
一
化
を
行
う

こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

◎
斑
鳩
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
定
め
る
保
険
給
付
の
推
計
量

に
基
づ
き
、
保
険
料
率
の
改
定

等
を
行
う
も
の
で
す
。
第
８
期

の
保
険
料
額
は
、約
０
．47
％
の

値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

◎
斑
鳩
町
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
の

基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
の

基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
指
定
地
域
密
着
型

〇
斑
鳩
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
（
個
別
施
設
計
画
）（
案
）

に
つ
い
て

〇
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

伴
う
町
立
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

〇
地
域
避
難
所
の
開
設
及
び
運

営
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ

い
て

〇
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
の
実
施
に
つ
い

て〇
第
12
投
票
所
の
変
更
に
つ
い

て〇
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改

訂
に
つ
い
て

〇
遺
言
代
用
信
託
を
活
用
し
た

寄
附
制
度
に
関
す
る
協
定
の
締

結
に
つ
い
て

〇
新
修
町
史
編
さ
ん
作
業
の
遅

れ
及
び
上
巻
発
刊
の
延
期
に
つ

い
て

　

以
上
、
10
件
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

〇
公
共
施
設
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
に
つ
い
て

（
木
澤
委
員
長
記
）

厚 生常任委員会

　３月１５日、全委員出席のもと、厚生常任委員
会を開催しましたので、その概要を報告します。
　本会議から付託を受けた８議案については、
すべて満場一致で可決すべきものと決しました。

３
月
16
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
ま
し
た
４
議
案
は
す
べ
て
満
場
一
致
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

い
ず
れ
も
国
の
基
準
が
改
正

さ
れ
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
に
お
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
斑
鳩
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
に
つ
い
て

　

保
険
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

の
総
額
に
９
千
円
を
追
加
し
、

２６
億
５
，
３
５
５
万
３
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
斑
鳩
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１

０
３
万
９
千
円
を
追
加
し
、
４

億
９
，
１
０
２
万
５
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。
令
和
２
年
度
保

険
基
盤
安
定
負
担
金
の
確
定
に

伴
う
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

等
に
係
る
補
正
で
す
。

〇
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量

化
・
資
源
化
の
推
進
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

奈
良
市
が
、
計
画
段
階
環
境

配
慮
書
及
び
計
画
段
階
環
境
配

慮
書
要
約
書
を
作
成
、
縦
覧
に

供
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

３
市
町
で
組
み
直
し
た
コ
ス

ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
単
に

縮
小
変
更
し
た
も
の
で
し
た
。

〇
令
和
２
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１５
号
）
に
つ

い
て

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

３
月
１５
日
か
ら
「
斑
鳩
町
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
た

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
生
駒
郡
地
域
外
来
検
査
セ
ン

タ
ー
の
閉
鎖
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
３
月
末
で
閉
鎖
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

〇
斑
鳩
町
障
害
者
福
祉
計
画
・

第
６
期
斑
鳩
町
障
害
福
祉
計

画
・
第
２
期
斑
鳩
町
障
害
児
福

祉
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

〇
第
８
期
斑
鳩
町
介
護
保
険
事

業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

〇
斑
鳩
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　

そ
れ
ぞ
れ
斑
鳩
町
障
害
者
福

祉
計
画
推
進
協
議
会
、
斑
鳩
町

介
護
保
険
運
営
協
議
会
、
斑
鳩

町
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

で
審
議
さ
れ
、
取
り
ま
と
め
た

と
の
報
告
で
す
。

〇
令
和
３
年
度
保
育
所
の
待
機

児
童
数
に
つ
い
て

〇
斑
鳩
町
高
齢
者
優
待
券
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ａ
カ
ー
ド
へ
の
チ
ャ
ー
ジ

が
ロ
ー
ソ
ン
で
も
可
能
と
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て

〇
一
般
不
妊
治
療
・
不
育
治
療

費
の
助
成
の
拡
充
に
つ
い
て

　

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
鳩
水
園
の
運
営
に
つ
い
て

（
濱
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案

　

各
課
報
告
事
項

　

そ
の
他

　

そ
の
他

　

継
続
審
査

　

委
員
会
付
託
議
案

　

継
続
審
査

　

各
課
報
告
事
項

委員会のうごき

こ
の
施
設
は
非
常
に
お
お
き
な

役
割
を
持
っ
て
お
り
、
本
事
業

の
目
的
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に

一
面
的
で
は
な
く
総
合
的
に
勘

案
し
て
支
援
と
し
て
行
う
。

　
　

次
年
度
以
降
も
同
じ
よ
う

に
賃
貸
料
を
免
除
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　

今
後
の
状
況
を
勘
案
し
た

な
か
で
議
会
に
相
談
し
、
判
断

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

◎
令
和
２
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
15
号
）
に
つ

い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

や
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
防
災
・

減
災
対
策
等
に
必
要
な
予
算
の

補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
奈
良
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体 ▲ 現在の法隆寺観光自動車駐車場

問答問答

問答
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委員会のうごき

◎
斑
鳩
町
立
学
校
の
体
育
施
設

開
放
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

学
校
の
体
育
施
設
を
開
放
す

る
に
あ
た
り
、
開
放
す
る
施
設
、

使
用
料
及
び
使
用
許
可
等
、
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
使
用
料
は

１
時
間
に
つ
き
２
千
円
と
な
り

ま
す
。

◎
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
を

鑑
み
、
経
営
安
定
化
の
支
援
を

行
う
こ
と
で
令
和
５
年
度
中
の

開
業
の
実
現
を
図
る
た
め
、
斑

鳩
町
マ
ル
シ
ェ
・
宿
泊
施
設
等

事
業
者
誘
致
事
業
の
契
約
相
手

で
あ
る
株
式
会
社
呉
竹
荘
に
対

し
、
令
和
２
年
度
の
土
地
賃
貸

料
に
係
る
債
権
１
８
１
５
万
６

千
円
を
放
棄
す
る
も
の
で
す
。

　
　

株
式
会
社
呉
竹
荘
全
体
の

経
営
状
況
は
？

　
　

２
０
２
０
年
９
月
期
で
15

億
円
の
赤
字
で
あ
る
。

　
　

な
ぜ
株
式
会
社
呉
竹
荘
だ

け
全
額
免
除
と
い
う
対
応
な
の

か
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
宿
泊

施
設
等
の
建
設
は
現
在
、
令
和

５
年
度
ま
で
延
期
さ
れ
て
い
る

が
、
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
の
中

核
と
し
て
宿
泊
機
能
を
有
す
る

の
数
の
減
少
及
び
奈
良
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

　

葛
城
広
域
行
政
事
務
組
合
の

解
散
に
と
も
な
い
、
奈
良
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

〇
斑
鳩
町
に
お
け
る
発
掘
調
査

等
の
文
化
財
の
調
査
、
保
存
及

び
活
用
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
　

斑
鳩
考
古
学
検
定
に
は
14
人

が
参
加
。
こ
ど
も
勾
玉
づ
く
り

教
室
は
43
人
が
参
加
。

　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
建

設
に
伴
う
発
掘
調
査
が
終
了
。

　

令
和
３
年
度
の
春
季
史
跡
藤

ノ
木
古
墳
の
石
室
特
別
公
開
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観
点

か
ら
中
止
。

　

等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
第
５
次
斑
鳩
町
総
合
計
画
前

期
実
施
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

〇
斑
鳩
町
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
（
案
）
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化

に
伴
い
、
令
和
６
年
度
の
国
民

健
康
保
険
税
率
の
統
一
化
に
向

け
た
税
率
改
定
を
行
う
と
と
も

に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

基
準
に
つ
い
て
統
一
化
を
行
う

こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

◎
斑
鳩
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
定
め
る
保
険
給
付
の
推
計
量

に
基
づ
き
、
保
険
料
率
の
改
定

等
を
行
う
も
の
で
す
。
第
８
期

の
保
険
料
額
は
、約
０
．47
％
の

値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

◎
斑
鳩
町
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
の

基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
の

基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
指
定
地
域
密
着
型

〇
斑
鳩
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
（
個
別
施
設
計
画
）（
案
）

に
つ
い
て

〇
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

伴
う
町
立
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

〇
地
域
避
難
所
の
開
設
及
び
運

営
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ

い
て

〇
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
の
実
施
に
つ
い

て〇
第
12
投
票
所
の
変
更
に
つ
い

て〇
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改

訂
に
つ
い
て

〇
遺
言
代
用
信
託
を
活
用
し
た

寄
附
制
度
に
関
す
る
協
定
の
締

結
に
つ
い
て

〇
新
修
町
史
編
さ
ん
作
業
の
遅

れ
及
び
上
巻
発
刊
の
延
期
に
つ

い
て

　

以
上
、
10
件
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

〇
公
共
施
設
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
に
つ
い
て

（
木
澤
委
員
長
記
）

厚 生常任委員会

　３月１５日、全委員出席のもと、厚生常任委員
会を開催しましたので、その概要を報告します。
　本会議から付託を受けた８議案については、
すべて満場一致で可決すべきものと決しました。

３
月
16
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
ま
し
た
４
議
案
は
す
べ
て
満
場
一
致
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

い
ず
れ
も
国
の
基
準
が
改
正

さ
れ
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
に
お
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
斑
鳩
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
に
つ
い
て

　

保
険
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

の
総
額
に
９
千
円
を
追
加
し
、

２６
億
５
，
３
５
５
万
３
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
斑
鳩
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１

０
３
万
９
千
円
を
追
加
し
、
４

億
９
，
１
０
２
万
５
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。
令
和
２
年
度
保

険
基
盤
安
定
負
担
金
の
確
定
に

伴
う
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

等
に
係
る
補
正
で
す
。

〇
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量

化
・
資
源
化
の
推
進
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

奈
良
市
が
、
計
画
段
階
環
境

配
慮
書
及
び
計
画
段
階
環
境
配

慮
書
要
約
書
を
作
成
、
縦
覧
に

供
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

３
市
町
で
組
み
直
し
た
コ
ス

ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
単
に

縮
小
変
更
し
た
も
の
で
し
た
。

〇
令
和
２
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１５
号
）
に
つ

い
て

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

３
月
１５
日
か
ら
「
斑
鳩
町
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
た

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
生
駒
郡
地
域
外
来
検
査
セ
ン

タ
ー
の
閉
鎖
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
３
月
末
で
閉
鎖
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

〇
斑
鳩
町
障
害
者
福
祉
計
画
・

第
６
期
斑
鳩
町
障
害
福
祉
計

画
・
第
２
期
斑
鳩
町
障
害
児
福

祉
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

〇
第
８
期
斑
鳩
町
介
護
保
険
事

業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

〇
斑
鳩
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　

そ
れ
ぞ
れ
斑
鳩
町
障
害
者
福

祉
計
画
推
進
協
議
会
、
斑
鳩
町

介
護
保
険
運
営
協
議
会
、
斑
鳩

町
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

で
審
議
さ
れ
、
取
り
ま
と
め
た

と
の
報
告
で
す
。

〇
令
和
３
年
度
保
育
所
の
待
機

児
童
数
に
つ
い
て

〇
斑
鳩
町
高
齢
者
優
待
券
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ａ
カ
ー
ド
へ
の
チ
ャ
ー
ジ

が
ロ
ー
ソ
ン
で
も
可
能
と
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て

〇
一
般
不
妊
治
療
・
不
育
治
療

費
の
助
成
の
拡
充
に
つ
い
て

　

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
鳩
水
園
の
運
営
に
つ
い
て

（
濱
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案

　

各
課
報
告
事
項

　

そ
の
他

　

そ
の
他

　

継
続
審
査

　

委
員
会
付
託
議
案

　

継
続
審
査

　

各
課
報
告
事
項

委員会のうごき

こ
の
施
設
は
非
常
に
お
お
き
な

役
割
を
持
っ
て
お
り
、
本
事
業

の
目
的
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に

一
面
的
で
は
な
く
総
合
的
に
勘

案
し
て
支
援
と
し
て
行
う
。

　
　

次
年
度
以
降
も
同
じ
よ
う

に
賃
貸
料
を
免
除
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　

今
後
の
状
況
を
勘
案
し
た

な
か
で
議
会
に
相
談
し
、
判
断

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

◎
令
和
２
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
15
号
）
に
つ

い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

や
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
防
災
・

減
災
対
策
等
に
必
要
な
予
算
の

補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
奈
良
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体 ▲ 現在の法隆寺観光自動車駐車場

問答問答

問答
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本 会 議 で の
討 論

議案に対して賛否が分かれた場合等、議員が自己の賛否の意見を表明し、
その理由を述べる「討論」を行います。
３月定例会で４件の討論が行われました。

令和３年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算について（賛成多数で可決）

【 反 対 意 見 】　濱　議員

　これまでにも、本会計について反対をしてきました。
それは、住民の費用負担の増加が最も大きな理由でし
た。40歳から命を終えるまで納付し、一定の年金収入
からは天引きで納付する。また、介護サービスを利用
すれば本人の負担金があります。介護報酬＝介護単価
が上がると本人負担も上がります。
　通所サービスや施設入所等では介護保険外の負担も
あり、本人の生活維持が困難になるだけでなく、家族
の負担も過重となっています。
　介護保険料を納付しなければ、制度は成り立ちませ
ん。しかし、「自助」を強引に求めるのではなく、「公助」
を拡充することが肝要ではないでしょうか。
　福祉に使うという名目で消費税の導入や増税を続け
てきたのだから、負担増ではなく、今こそ「公助」を
発揮すべきではないでしょうか。

【 賛 成 意 見 】　溝部議員

　令和３年度の本特別会計予算は、新たな第８期介護保
険事業計画に基づく保険給付や地域支援事業の推計量
をもとに計上されたものであります。地域包括ケアシス
テムの構築に向け、新たに『高齢者の保健事業と介護予
防等との一体的な実施事業』や『短期集中的にリハビリ
を行う予防事業』など、その実現に向けた事業を積極的
に取り入れた予算となっており、安定した介護保険運営
を行うための適正な予算であると考えます。保険料の関
係については、介護給付費準備基金の取崩しや、国が示
す保険料段階を細分化し、引き続き低所得者に配慮した
斑鳩町独自の保険料も設定しており、保険料の上昇を抑
えるよう努力もされています。
　町におかれては、必要な人が必要なサービスを受ける
ことができる、安心できる介護保険の運営にさらに努め
ていただくことを切にお願い致します。

国民健康保険県単位化の下での国保運営のありかたに関する
意見書について（賛成少数で否決）

【 反 対 意 見 】　横田議員

　国民皆保険を堅持していくため国による制度改革を
受け、奈良県では平成30年度から県が主体となり、国
民健康保険の運営が行われており、斑鳩町を含む県内
全市町村の少子高齢化の現状や医療給付状況、また各
市町村の国保財政状況等を総合的に見て、国保運営方
針を定めている。その中間見直しでは、被保険者の負
担を抑制するための収納率の設定見直しなどが行わ
れ、また令和６年度保険料水準は必要に応じて、見直
すこととされている。また併せて保険料徴収・保険給
付・医療費の適正化により、安定的な財政運営と効率
的な事業運営に取り組むとされている。一方、市町村
では、この方針のもと県と連携しながら国保制度の安
定的な運営に努めることが求められている。将来にわ
たり医療保険制度を持続可能なものとするため意見書
提出に反対します。

【 賛 成 意 見 】　木澤議員

　昨年の12月に県が「奈良県国民健康保険運営方針の
中間見直しについて（案）」を発表しました。
　国保税滞納者に対し、財産調査、差し押さえなどを積
極的に行ったり、長期間の少額分納の禁止、短期保険証
は原則１か月とするなど、滞納者に対する罰則強化的な
対応を市町村に求める内容となっています。
国保税については、世帯収入の２割を超えるような
高すぎて払えないという現状があるなかで、罰則的な
対応を厳しくしたところで、保険税（料）が払えるよう
になるわけではありません。滞納者に対する短期保険
証、資格証明書の発行は、医療が受けられない方の増加
につながりかねず命にかかわる問題です。こうした方
針の撤回を求める声を県にあげるため、意見書の採択
に賛成します。

斑鳩町介護保険条例の一部を改正する条例について（賛成多数で可決）

【 反 対 意 見 】　木澤議員

　今回の改定では、第７期計画で積みあげた基金３億
１千万円のうち２億４千万円取り崩し、保険料値上げ
抑制のために活用されていますが、残りの７千万円は
そのまま第８期計画に引き継がれることになります。
　今回の料金改定によって値上げとなる第８期計画の
３年間で保険料は約５千万円の増収となる見込みで
す。つまり引き継がれる基金７千万円のうち５千万円
を取り崩せば、今回は値上げをせずにすんだというこ
とになります。
　現在、コロナ禍のもとで多くの被保険者のみなさん
が経済的にも厳しい状況におかれており、全国の自治
体では本来であれば値上げとなるところでも、コロナ
禍の状況を鑑み値上げを行わないという対応をされて
いるところが多々、見られます。当町でも同様の対応
をすべきだと考え、議案に反対します。

【 賛 成 意 見 】　齋藤議員 

第７期の保険料額と比較し基準額において年額290
円の値上げとなっています。しかし、後期高齢者の増加
を背景に、介護給付の増大はやむを得ないと考える状
況である中、この保険料の改正幅に留まっていることに
つきましては、介護給付費準備基金からの基金取り崩し
や、介護予防事業はじめ以前から取り組まれています地
域包括ケアシステムの構築にかかる事業の成果が徐々
に出てきているからです。また、町におかれても、可能な
限り保険料の上昇を抑制するため、低所得者に配慮し
た保険料設定や低所得者対策補助金などの繰り入れな
どをされています。
　町には、安定的な介護保険の運営と、高齢者の方が安
心して暮らしていける地域づくりに、一層、努力していた
だくことを強く要望し、賛成意見とします。

【 反 対 意 見 】　濱　議員

　斑鳩町に建設予定のマルシェ・宿泊施設の用地にか
かる借地賃貸料、令和２年度分１，８１５万６千円を請求
しないというのがこの権利の放棄の内容です。
　町が理由としているのは、契約者の経営安定化の支援
です。新型コロナウイルス感染拡大により建設・開業が
予定どおり進まず、今後の見通しが立たない深刻な状況
にあることについては、何らかの支援が必要であると考
えます。しかし、同じように経営の危機に面している業
者が多数おられる現実に目を向けると、そのすべてに、
同じように支援を実施することは、町の現状では不可能
ではないでしょうか。町の収入減は町民の税金で賄われ
ることであり、先程申し上げた経営難の業者からの税で
もあります。特定の業者の要求通りの全額を支援するこ
とに対して、町民の理解を得ることはできないと考え、
本議案に反対いたします。

【 賛 成 意 見 】　伴　議員

　契約に定める賃貸料を放棄することは、民法上の信
義則の原則から難しいと認識していますが、今回は新型
コロナウイルスの世界規模での感染拡大による、観光
業の大打撃に伴い、当町の法隆寺観光自動車駐車場の
利用者が激減したことが原因となりました。これは、だ
れもが避けることができない特別な理由が重なり合っ
た事案です。また、誰が経営していても駐車場の利用者
の減少を止めることはできず、また、本業であるホテル
事業ではなく、その準備段階で起こったものです。
　また、斑鳩町マルシェ・宿泊施設等事業者誘致事業
については、将来の町の活性化や町のイメージ向上、さ
らには財政的にも長期的な収益が見込まれます。
　今後は、ホテル建設をすみやかに実現することと、進
捗状況を議会に相談、報告いただくことを強くお願いし
ます。

権利の放棄について （賛成多数で可決）
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本 会 議 で の
討 論

議案に対して賛否が分かれた場合等、議員が自己の賛否の意見を表明し、
その理由を述べる「討論」を行います。
３月定例会で４件の討論が行われました。

令和３年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算について（賛成多数で可決）

【 反 対 意 見 】　濱　議員

　これまでにも、本会計について反対をしてきました。
それは、住民の費用負担の増加が最も大きな理由でし
た。40歳から命を終えるまで納付し、一定の年金収入
からは天引きで納付する。また、介護サービスを利用
すれば本人の負担金があります。介護報酬＝介護単価
が上がると本人負担も上がります。
　通所サービスや施設入所等では介護保険外の負担も
あり、本人の生活維持が困難になるだけでなく、家族
の負担も過重となっています。
　介護保険料を納付しなければ、制度は成り立ちませ
ん。しかし、「自助」を強引に求めるのではなく、「公助」
を拡充することが肝要ではないでしょうか。
　福祉に使うという名目で消費税の導入や増税を続け
てきたのだから、負担増ではなく、今こそ「公助」を
発揮すべきではないでしょうか。

【 賛 成 意 見 】　溝部議員

　令和３年度の本特別会計予算は、新たな第８期介護保
険事業計画に基づく保険給付や地域支援事業の推計量
をもとに計上されたものであります。地域包括ケアシス
テムの構築に向け、新たに『高齢者の保健事業と介護予
防等との一体的な実施事業』や『短期集中的にリハビリ
を行う予防事業』など、その実現に向けた事業を積極的
に取り入れた予算となっており、安定した介護保険運営
を行うための適正な予算であると考えます。保険料の関
係については、介護給付費準備基金の取崩しや、国が示
す保険料段階を細分化し、引き続き低所得者に配慮した
斑鳩町独自の保険料も設定しており、保険料の上昇を抑
えるよう努力もされています。
　町におかれては、必要な人が必要なサービスを受ける
ことができる、安心できる介護保険の運営にさらに努め
ていただくことを切にお願い致します。

国民健康保険県単位化の下での国保運営のありかたに関する
意見書について（賛成少数で否決）

【 反 対 意 見 】　横田議員

　国民皆保険を堅持していくため国による制度改革を
受け、奈良県では平成30年度から県が主体となり、国
民健康保険の運営が行われており、斑鳩町を含む県内
全市町村の少子高齢化の現状や医療給付状況、また各
市町村の国保財政状況等を総合的に見て、国保運営方
針を定めている。その中間見直しでは、被保険者の負
担を抑制するための収納率の設定見直しなどが行わ
れ、また令和６年度保険料水準は必要に応じて、見直
すこととされている。また併せて保険料徴収・保険給
付・医療費の適正化により、安定的な財政運営と効率
的な事業運営に取り組むとされている。一方、市町村
では、この方針のもと県と連携しながら国保制度の安
定的な運営に努めることが求められている。将来にわ
たり医療保険制度を持続可能なものとするため意見書
提出に反対します。

【 賛 成 意 見 】　木澤議員

　昨年の12月に県が「奈良県国民健康保険運営方針の
中間見直しについて（案）」を発表しました。
　国保税滞納者に対し、財産調査、差し押さえなどを積
極的に行ったり、長期間の少額分納の禁止、短期保険証
は原則１か月とするなど、滞納者に対する罰則強化的な
対応を市町村に求める内容となっています。
国保税については、世帯収入の２割を超えるような
高すぎて払えないという現状があるなかで、罰則的な
対応を厳しくしたところで、保険税（料）が払えるよう
になるわけではありません。滞納者に対する短期保険
証、資格証明書の発行は、医療が受けられない方の増加
につながりかねず命にかかわる問題です。こうした方
針の撤回を求める声を県にあげるため、意見書の採択
に賛成します。

斑鳩町介護保険条例の一部を改正する条例について（賛成多数で可決）

【 反 対 意 見 】　木澤議員

　今回の改定では、第７期計画で積みあげた基金３億
１千万円のうち２億４千万円取り崩し、保険料値上げ
抑制のために活用されていますが、残りの７千万円は
そのまま第８期計画に引き継がれることになります。
　今回の料金改定によって値上げとなる第８期計画の
３年間で保険料は約５千万円の増収となる見込みで
す。つまり引き継がれる基金７千万円のうち５千万円
を取り崩せば、今回は値上げをせずにすんだというこ
とになります。
　現在、コロナ禍のもとで多くの被保険者のみなさん
が経済的にも厳しい状況におかれており、全国の自治
体では本来であれば値上げとなるところでも、コロナ
禍の状況を鑑み値上げを行わないという対応をされて
いるところが多々、見られます。当町でも同様の対応
をすべきだと考え、議案に反対します。

【 賛 成 意 見 】　齋藤議員 

第７期の保険料額と比較し基準額において年額290
円の値上げとなっています。しかし、後期高齢者の増加
を背景に、介護給付の増大はやむを得ないと考える状
況である中、この保険料の改正幅に留まっていることに
つきましては、介護給付費準備基金からの基金取り崩し
や、介護予防事業はじめ以前から取り組まれています地
域包括ケアシステムの構築にかかる事業の成果が徐々
に出てきているからです。また、町におかれても、可能な
限り保険料の上昇を抑制するため、低所得者に配慮し
た保険料設定や低所得者対策補助金などの繰り入れな
どをされています。
　町には、安定的な介護保険の運営と、高齢者の方が安
心して暮らしていける地域づくりに、一層、努力していた
だくことを強く要望し、賛成意見とします。

【 反 対 意 見 】　濱　議員

　斑鳩町に建設予定のマルシェ・宿泊施設の用地にか
かる借地賃貸料、令和２年度分１，８１５万６千円を請求
しないというのがこの権利の放棄の内容です。
　町が理由としているのは、契約者の経営安定化の支援
です。新型コロナウイルス感染拡大により建設・開業が
予定どおり進まず、今後の見通しが立たない深刻な状況
にあることについては、何らかの支援が必要であると考
えます。しかし、同じように経営の危機に面している業
者が多数おられる現実に目を向けると、そのすべてに、
同じように支援を実施することは、町の現状では不可能
ではないでしょうか。町の収入減は町民の税金で賄われ
ることであり、先程申し上げた経営難の業者からの税で
もあります。特定の業者の要求通りの全額を支援するこ
とに対して、町民の理解を得ることはできないと考え、
本議案に反対いたします。

【 賛 成 意 見 】　伴　議員

　契約に定める賃貸料を放棄することは、民法上の信
義則の原則から難しいと認識していますが、今回は新型
コロナウイルスの世界規模での感染拡大による、観光
業の大打撃に伴い、当町の法隆寺観光自動車駐車場の
利用者が激減したことが原因となりました。これは、だ
れもが避けることができない特別な理由が重なり合っ
た事案です。また、誰が経営していても駐車場の利用者
の減少を止めることはできず、また、本業であるホテル
事業ではなく、その準備段階で起こったものです。
　また、斑鳩町マルシェ・宿泊施設等事業者誘致事業
については、将来の町の活性化や町のイメージ向上、さ
らには財政的にも長期的な収益が見込まれます。
　今後は、ホテル建設をすみやかに実現することと、進
捗状況を議会に相談、報告いただくことを強くお願いし
ます。
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　令和３年は、聖徳太子がお亡くなりに
なって１４００年の節目となり、４月３日
から３日間、法隆寺において法要が行わ
れました。

　僧侶による
▼御輿の行列

竜の舞い遊ぶさま▶
を表現した舞楽
「落蹲(らくそん)」

▲桜咲く境内で御遠忌の吹き流しがたなびきました

▲極楽にすむとされる鳥が舞う様子を表現した
　舞楽「迦陵頻(かりょうびん)」


